
視 察 場 所 ： 仙 台 市 今 泉 字 土 手 外 ２ ９       

園   主 ： 三 浦 来 喜 氏 (24 才 )、 大 友 裕 貴 氏 (24 才 )  

家 族 構 成 ： 独 身  

視 察 園 概 要     

 

 

１ ． 経 営 内 容 （ 品 目 、 面 積 ）  

  ① 就 農 時 ： 平 成 2６ 年 1 月  

      ・ 三 浦 氏   51a   （ 共 有 ） パ イ プ ハ ウ ス 2 棟 500 ㎡ ）  

      ・ 大 友 氏   63ａ          

      

  ② 作 付 品 目 ： リ ー フ レ タ ス  4 作 ／ 年   

白 菜      秋 1 作  

グ ロ ッ コ リ ー  春 ・ 秋  2 作 ／ 年  

  

２ ． 就 農 す る ま で の 二 人 の 経 過  

  三 浦 さ ん は 、 非 農 家 出 身 で 高 校 卒 業 後 、 照 明 機 器 の 会 社 に 就 職 し て い た が 、

幼 な じ み の 友 人 (大 友 さ ん )が 「 好 き な レ タ ス を 作 っ て み た い ！ 」 と 祖 父 の 畑 を

借 り て タ ネ を 播 き 、 そ こ に 、 手 伝 い に 行 っ た 事 が 農 業 を 始 め る き っ か け に な っ

た 。  

タ ネ を 見 る の も 初 め て 。 そ の 生 長 を 見 た と き 、 神 が 舞 い 降 り た よ う に ・ ・ 震

え が 止 ま ら ぬ ほ ど 感 動 す る 。  

  翌 月 、同 僚 や 家 族 の 反 対 を 押 し 切 り 迷 い も せ ず「 会 社 を 辞 め て 農 業 し ま す ！ 」

と 宣 言 。 会 社 を 退 職 し 大 友 さ ん と と も に 、 農 業 の 世 界 に 飛 び 込 む 。  

 

  就 農 開 始 に あ た り 、 一 番 苦 労 し た が 農 地 。 近 所 の レ タ ス 農 家 で も あ り 農 業 委

員 も 勤 め る 先 輩 の 協 力 を 得 て 、 二 人 と も 農 地 を 借 り る こ と が で き た 。  

 

  仙 台 市 の 支 援 体 制 も あ り 、今 年 1 月 に 就 農 と 同 時 に 新 規 就 農 者 の 認 定 を 受 け 、

青 年 就 農 給 付 金 （ 開 始 型 ） を 申 請 す る 。 2 月 に は 1 回 目 の 給 付 金 を 受 け 取 っ た

の で 、 マ ル チ ャ ー や 資 材 を 購 入 。 生 活 費 は 、 就 農 前 の 貯 金 で 対 応 し て い る 。   

 

３ ， 経 営 の 特 徴  

  ・ 露 地 栽 培 ： 当 初 は 、 リ ー フ レ タ ス 専 作 で ス タ ー ト 。  

        ※春 レ タ ス は 、 6 月 の 大 雨 で 出 荷 不 能 を 経 験 。  

        秋 ・ 冬 作 に 、 一 部 、 玉 レ タ ス 、 白 菜 、 グ ロ ッ コ リ ー を 導 入 。  

  ・ 施 設 栽 培 ： 育 苗 ハ ウ ス の 空 き ス ペ ー ス ・ 期 間 を 活 用 。  

・ 労 働 力 は 、 本 人 の み 。 二 人 （ 三 浦 氏 、 大 友 氏 ） で の 共 同 作 業 、 共 同 販 売 。  

 

４ ． 出 荷 販 売 先  

  ・ 卸 会 社 （ 4 割 ）  ・ ヨ ー ク ベ ニ マ ル （ 3 割 ） ・ そ の 他 ※ （ 3 割 ）   

       ※仙 台 市 場 、 Ｊ Ａ 直 売 所 た な ば た け 、 フ レ ス コ キ ク チ 等 。  

 

５ ． 今 後 の 経 営 目 標  

  ・ ま ず は 、 規 模 拡 大 と 収 量 ア ッ プ  

  ・ 将 来 は 、 地 元 の 仲 間 を 増 や し 法 人 化 を 行 い 、 飲 食 店 な ど 6 次 化 を 目 指 し た

い 。  

 

６ ． 新 規 参 入 希 望 者 へ 一 言  

  

 

１ 

 就 農 し て 、「 農 業 と は 、毎 日 が 驚 き と 発 見 の 毎 日 で す 。」

天 気 を 読 み 、土 を 見 極 め 、害 虫 と 戦 い 、鳥 や 獣 と 戦 う 農

業 の 難 し さ と お も し ろ さ を 感 じ 、ま す ま す 挑 戦 し た い 気

持 ち が 膨 ら ん で い ま す 。（ 大 友 氏 ）  


